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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凝固したゲルの堆積物の形成を低減する方法であって、該方法は、
　Ｃ1-4アルコール、0.02－０.４質量％のポリアクリレート増粘剤、及び詰り防止添加剤
を合わせて、ＲＶ又はＬＶスピンドルを使用して２２℃±３℃において測定して粘度1000
－65,000センチポイズ（１－６５Pa s）を有する分配可能なゲル組成物を形成する工程で
あって、ここで、前記詰り防止添加剤が、エステル基２－６個を有するエステル又はエス
テル基少なくとも１個を含むポリマー性エステルを含んでなり、前記組成物は、前記アル
コール少なくとも４０質量％及び脂肪アルコール、ワセリン、鉱油、又はその混合物１質
量％未満を含んでなるものである工程（質量％は、いずれも、分配可能なゲル組成物の総
質量基準である）；及び
　分配可能なゲルを、断続的に作動されるポンプタイプのディスペンサーに格納する工程
であって、ここで、凝固ゲル堆積物の形成は、詰り防止添加剤を含まない分配可能なゲル
と比較して低減されている工程
を含んでなる、凝固ゲル堆積物の形成の低減法。
【請求項２】
　アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノー
ル、イソブタノール、３級ブタノール、又はそれらの混合物を含んでなるものである、請
求項１記載の方法。
【請求項３】
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　エステル詰り防止添加剤が、１２以下のPEG単位、PPG単位又はその組み合わせを含むポ
リエーテルポリマー鎖及びエステル基少なくとも１個を含んでなるポリマー性エステルか
らなるものである、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化１】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状のアルキレン基であり、各Ｒ2は、同
一又は異なるものであって、１－１２のPEG単位又はPPG単位又はその組み合わせを有する
ポリエーテル鎖を含み、及び各Ｒ3は、同一又は異なるものであって、炭素数１－３０の
アルキル又はアルキレン基を含み、各Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結合している）
で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化２】

（ここで、Ｒ4は、炭素数１－２２の直鎖状又は分枝状のアルキル又はアルキレン基であ
り、ｎは１－２０の整数であり、ｘは０又は１２以下の整数であり、及びｙは０又は１２
以下の整数である）で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１記載
の方法。
【請求項６】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化３】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状のアルキル基であり、Ｒ2は１－１２
のPEG単位又はPPG単位又はその組み合わせを有するポリエーテル鎖を含み、及びＲ3は炭
素数１－３０のアルキル又はアルキレン基を含み、Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結
合している）で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１記載の方法
。
【請求項７】
　エステル詰り防止添加剤が、アセチルトリブチルクエン酸エステル、アセチルトリエチ
ルクエン酸エステル、アセチルトリエチルヘキシルクエン酸エステル、アセチルトリヘキ
シルクエン酸エステル、ブチルベンジルフタル酸エステル、ブチルフタリルブチルグリコ
ール酸エステル、ブチロイルトリヘキシルクエン酸エステル、ジブチルアジピン酸エステ
ル、ジブチルオクチルリンゴ酸エステル、ジブチルシュウ酸エステル、ジブチルフタル酸
エステル、ジブチルセバシン酸エステル、ジカプチルアジピン酸エステル、ジカプリル／
カプリルセバシン酸エステル、ジエチレングリコールジ安息香酸エステル、ジエチレング
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リコールジエチルヘキサン酸エステル／ジイソノナン酸エステル、ジエチレングリコール
ジイソノナン酸エステル、ジエチレングリコールロジン酸エステル、ジエチルヘキシルア
ジピン酸エステル、ジエチルヘキシルフタル酸エステル、ジエチルヘキシルセバシン酸エ
ステル、ジエチルヘキシルコハク酸エステル、ジエチルヘキシルテレフタル酸エステル、
ジエチルシュウ酸エステル、ジエチルフタル酸エステル、ジエチルセバシン酸エステル、
ジエチルコハク酸エステル、ジイソアミルリンゴ酸エステル、ジイソブチルアジピン酸エ
ステル、ジイソブチルマレイン酸エステル、ジイソブチルシュウ酸エステル、ジイソセチ
ルアジピン酸エステル、ジイソセチルドデカン二酸エステル、ジイソデシルアジピン酸エ
ステル、ジイソノニルアジピン酸エステル、ジイソセチルアジピン酸エステル、ジイソオ
クチルマレイン酸エステル、ジイソオクチルセバシン酸エステル、ジイソプロピルアジピ
ン酸エステル、ジイソプロピルシュウ酸エステル、ジイソプロピルセバシン酸エステル、
ジイソプロピル二量体ジリノール酸エステル、ジイソステアリルアジピン酸エステル、ジ
イソステアリルフマル酸エステル、ジイソステアリルグルタル酸エステル、ジイソステア
リルリンゴ酸エステル、ジイソステアリルセバシン酸エステル、ジメチルアジピン酸エス
テル、ジメチルシュウ酸エステル、ジメチルフタル酸エステル、ジオクチルドデシルアジ
ピン酸エステル、ジオクチルドデシル二量体ジリノール酸エステル、ジオクチルドデシル
ドデカン二酸エステル、ジオクチルドデシルフルオロヘプチルクエン酸エステル、ジオク
チルドデシルIPDI、ジオクチルドデシルラウロイルグルタミン酸エステル、ジオクチルド
デシルリンゴ酸エステル、ジオクチルドデシルセバシン酸エステル、ジオクチルドデシル
ステアロイルグルタミン酸エステル、ジペンタエリスリチルヘキサＣ５－９酸エステル、
ジペンタエリスリチルヘキサＣ５－１０酸エステル、ジプロピルシュウ酸エステル、ペン
タエリスリチルテトラＣ５－９酸エステル、ペンタエリスリチルテトラＣ５－１０酸エス
テル、トリブチルクエン酸エステル、トリカプリル／カプリルトリメリット酸エステル、
トリエチルクエン酸エステル、トリエチレングリコールジ安息香酸エステル、トリエチレ
ングリコールロジン酸エステル、トリエチルヘキシルクエン酸エステル、トリエチルヘキ
シルトリメリット酸エステル、トリメチルペンタンジイルジ安息香酸エステル、トリメチ
ルペンタニルジイソ酪酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタカプリル酸エステル、ポリ
グリセリル-１０ペンタヒドロキシステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタイ
ソステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタラウリン酸エステル、ポリグリセ
リル-１０ペンタリノール酸エステル、ポリグリセリル-５ペンタミリスチン酸エステル、
ポリグリセリル-４ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタオレイン酸エス
テル、ポリグリセリル-１０ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-３ペンタリシノ
ール酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタリシノール酸エステル、ポリグリセリル-１０
ペンタリシノール酸エステル、ポリグリセリル-４ペンタステアリン酸エステル、ポリグ
リセリル-６ペンタステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタステアリン酸エス
テル、ソルベス-２０ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-３０ペンタイソステア
リン酸エステル、ソルベス-４０ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-５０ペンタ
イソステアリン酸エステル、ソルベス-４０ペンタオレイン酸エステル、スクロースペン
タエルカ酸エステル、トリアセチン、ジ-PPG-３-セテス-４アジペート、ジ-PPG-２-ミレ
ス-１０アジペート、ジ-PPG-３-ミリスチルエーテルアジペート、PPG-２-ミリスチルエー
テルプロピオネート、又はその混合物を含んでなるものである、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　エステル詰り防止添加剤が、ジ-PPG-３-セテス-４アジペート、ジ-PPG-２-ミレス-１０
アジペート、ジ-PPG-３-ミリスチルエーテルアジペート、PPG-２-ミリスチルエーテルプ
ロピオネート、又はその混合物を含んでなるものである、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　ポリアクリレート増粘剤が、カルボマー、アクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリ
レートクロスポリマー、アクリル酸及びアルキル(Ｃ５－Ｃ１０)アクリレートのコポリマ
ー、アクリル酸及び無水マレイン酸のコポリマー、及びそれらの混合物から選ばれるもの
である、請求項１記載の方法。
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【請求項１０】
　組成物が、組成物の総質量基準で、0.005－４質量％のエステル詰り防止添加剤を含ん
でなるものである、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　ゲルディスペンサーからの誤った方向へのアウトプットの頻度を低減する方法であって
、該方法は、
　Ｃ1-4アルコール、0.02－０.４質量％のポリアクリレート増粘剤、及び詰り防止添加剤
を合わせて、ＲＶ又はＬＶスピンドルを使用して２２℃±３℃において測定して粘度1000
－65,000センチポイズ（１－６５Pa s）を有する分配可能なゲル組成物を形成する工程で
あって、ここで、前記詰り防止添加剤が、エステル基２－６個を有するエステル又はエス
テル基少なくとも１個を含むポリマー性エステルを含んでなり、前記組成物は、前記アル
コール少なくとも４０質量％及び脂肪アルコール、ワセリン、鉱油、又はその混合物１質
量％未満を含んでなるものである工程（質量％は、いずれも、分配可能なゲル組成物の総
質量基準である）；及び
　分配可能なゲルを、吐出口を含み、断続的に作動されるポンプタイプのディスペンサー
に格納する工程であって、ここで、誤った方向へのアウトプットの頻度が、詰り防止添加
剤を含まない分配可能なゲルと比較して低減されている工程
を含んでなる、誤った方向へのアウトプットの頻度の低減法。
【請求項１２】
　ディスペンサーからのアウトプットが、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間で
ある場合、ディスペンサーノズルの真下７.５cmにおいて、頻度５０％未満で、16.3 cm2

の区域外となる、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　誤った方向へのディスペンサーのアウトプットの頻度における減少が、同じ条件下でテ
ストしたコントロールゲルと比較して、少なくとも５０％である、請求項１１記載の方法
。
【請求項１４】
　誤った方向へのディスペンサーのアウトプットの頻度における減少が、同じ条件下でテ
ストしたコントロールゲルと比較して、少なくとも７０％である、請求項１１記載の方法
。
【請求項１５】
　誤った方向へのディスペンサーのアウトプットの頻度における減少が、同じ条件下でテ
ストしたコントロールゲルと比較して、少なくとも９０％である、請求項１１記載の方法
。
【請求項１６】
　エステル詰り防止添加剤が、１２以下のPEG単位、PPG単位又はその組み合わせを含むポ
リエーテルポリマー鎖及びエステル基少なくとも１個を含んでなるポリマー性エステルか
らなるものである、請求項１１記載の方法。
【請求項１７】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化１】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状のアルキレン基であり、各Ｒ2は、同
一又は異なるものであって、１－１２のPEG単位又はPPG単位又はその組み合わせを有する
ポリエーテル鎖を含み、及び各Ｒ3は、同一又は異なるものであって、炭素数１－３０の
アルキル又はアルキレン基を含み、各Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結合している）
で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１１記載の方法。
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【請求項１８】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化２】

（ここで、Ｒ4は、炭素数１－２２の直鎖状又は分枝状のアルキル又はアルキレン基であ
り、ｎは１－２０の整数であり、ｘは０又は１２以下の整数であり、及びｙは０又は１２
以下の整数である）で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１１記
載の方法。
【請求項１９】
　エステル詰り防止添加剤が、式
【化３】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状のアルキル基であり、Ｒ2は１－１２
のPEG単位又はPPG単位又はその組み合わせを有するポリエーテル鎖を含み、及びＲ3は炭
素数１－３０のアルキル又はアルキレン基を含み、Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結
合している）で表わされるポリマー性エステルからなるものである、請求項１１記載の方
法。
【請求項２０】
　エステル詰り防止添加剤が、アセチルトリブチルクエン酸エステル、アセチルトリエチ
ルクエン酸エステル、アセチルトリエチルヘキシルクエン酸エステル、アセチルトリヘキ
シルクエン酸エステル、ブチルベンジルフタル酸エステル、ブチルフタリルブチルグリコ
ール酸エステル、ブチロイルトリヘキシルクエン酸エステル、ジブチルアジピン酸エステ
ル、ジブチルオクチルリンゴ酸エステル、ジブチルシュウ酸エステル、ジブチルフタル酸
エステル、ジブチルセバシン酸エステル、ジカプチルアジピン酸エステル、ジカプリル／
カプリルセバシン酸エステル、ジエチレングリコールジ安息香酸エステル、ジエチレング
リコールジエチルヘキサン酸エステル／ジイソノナン酸エステル、ジエチレングリコール
ジイソノナン酸エステル、ジエチレングリコールロジン酸エステル、ジエチルヘキシルア
ジピン酸エステル、ジエチルヘキシルフタル酸エステル、ジエチルヘキシルセバシン酸エ
ステル、ジエチルヘキシルコハク酸エステル、ジエチルヘキシルテレフタル酸エステル、
ジエチルシュウ酸エステル、ジエチルフタル酸エステル、ジエチルセバシン酸エステル、
ジエチルコハク酸エステル、ジイソアミルリンゴ酸エステル、ジイソブチルアジピン酸エ
ステル、ジイソブチルマレイン酸エステル、ジイソブチルシュウ酸エステル、ジイソセチ
ルアジピン酸エステル、ジイソセチルドデカン二酸エステル、ジイソデシルアジピン酸エ
ステル、ジイソノニルアジピン酸エステル、ジイソセチルアジピン酸エステル、ジイソオ
クチルマレイン酸エステル、ジイソオクチルセバシン酸エステル、ジイソプロピルアジピ
ン酸エステル、ジイソプロピルシュウ酸エステル、ジイソプロピルセバシン酸エステル、
ジイソプロピル二量体ジリノール酸エステル、ジイソステアリルアジピン酸エステル、ジ
イソステアリルフマル酸エステル、ジイソステアリルグルタル酸エステル、ジイソステア
リルリンゴ酸エステル、ジイソステアリルセバシン酸エステル、ジメチルアジピン酸エス
テル、ジメチルシュウ酸エステル、ジメチルフタル酸エステル、ジオクチルドデシルアジ
ピン酸エステル、ジオクチルドデシル二量体ジリノール酸エステル、ジオクチルドデシル
ドデカン二酸エステル、ジオクチルドデシルフルオロヘプチルクエン酸エステル、ジオク
チルドデシルIPDI、ジオクチルドデシルラウロイルグルタミン酸エステル、ジオクチルド
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デシルリンゴ酸エステル、ジオクチルドデシルセバシン酸エステル、ジオクチルドデシル
ステアロイルグルタミン酸エステル、ジペンタエリスリチルヘキサＣ５－９酸エステル、
ジペンタエリスリチルヘキサＣ５－１０酸エステル、ジプロピルシュウ酸エステル、ペン
タエリスリチルテトラＣ５－９酸エステル、ペンタエリスリチルテトラＣ５－１０酸エス
テル、トリブチルクエン酸エステル、トリカプリル／カプリルトリメリット酸エステル、
トリエチルクエン酸エステル、トリエチレングリコールジ安息香酸エステル、トリエチレ
ングリコールロジン酸エステル、トリエチルヘキシルクエン酸エステル、トリエチルヘキ
シルトリメリット酸エステル、トリメチルペンタンジイルジ安息香酸エステル、トリメチ
ルペンタニルジイソ酪酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタカプリル酸エステル、ポリ
グリセリル-１０ペンタヒドロキシステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタイ
ソステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタラウリン酸エステル、ポリグリセ
リル-１０ペンタリノール酸エステル、ポリグリセリル-５ペンタミリスチン酸エステル、
ポリグリセリル-４ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタオレイン酸エス
テル、ポリグリセリル-１０ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-３ペンタリシノ
ール酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタリシノール酸エステル、ポリグリセリル-１０
ペンタリシノール酸エステル、ポリグリセリル-４ペンタステアリン酸エステル、ポリグ
リセリル-６ペンタステアリン酸エステル、ポリグリセリル-１０ペンタステアリン酸エス
テル、ソルベス-２０ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-３０ペンタイソステア
リン酸エステル、ソルベス-４０ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-５０ペンタ
イソステアリン酸エステル、ソルベス-４０ペンタオレイン酸エステル、スクロースペン
タエルカ酸エステル、トリアセチン、ジ-PPG-３-セテス-４アジペート、ジ-PPG-２-ミレ
ス-１０アジペート、ジ-PPG-３-ミリスチルエーテルアジペート、PPG-２-ミリスチルエー
テルプロピオネート、又はその混合物を含んでなるものである、請求項１１記載の方法。
【請求項２１】
　エステル詰り防止添加剤が、ジ-PPG-３-セテス-４アジペート、ジ-PPG-２-ミレス-１０
アジペート、ジ-PPG-３-ミリスチルエーテルアジペート、PPG-２-ミリスチルエーテルプ
ロピオネート、又はその混合物を含んでなるものである、請求項１１記載の方法。
【請求項２２】
　ポリアクリレート増粘剤が、カルボマー、アクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリ
レートクロスポリマー、アクリル酸及びアルキル(Ｃ５－Ｃ１０)アクリレートのコポリマ
ー、アクリル酸及び無水マレイン酸のコポリマー、及びそれらの混合物から選ばれるもの
である、請求項１１記載の方法。
【請求項２３】
　組成物が、組成物の総質量基準で、0.005－４質量％のエステル詰り防止添加剤を含ん
でなるものである、請求項１１記載の方法。
【請求項２４】
　ゲル組成物であって、
　ゲル組成物の総質量基準で少なくとも６０質量％のＣ1-4アルコール；
　ゲル組成物の総質量基準で0.02－０.４質量％のポリアクリレート増粘剤；
　式
【化１】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状のアルキレン基であり、各Ｒ2は、同
一又は異なるものであって、１－１２のPEG単位又はPPG単位又はその組み合わせを有する
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ポリエーテル鎖を含み、及び各Ｒ3は、同一又は異なるものであって、炭素数１－３０の
アルキル又はアルキレン基を含み、各Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結合している）
で表わされるポリマー性エステル及び式
【化２】

（ここで、Ｒ4は、炭素数１－２２の直鎖状又は分枝状のアルキル又はアルキレン基であ
り、ｎは１－２０の整数であり、ｘは０又は１２以下の整数であり、及びｙは０又は１２
以下の整数である）で表わされるポリマー性エステルからなる群から選ばれるエステル詰
り防止添加剤；及び
　ゲル組成物の総質量基準で１質量％未満の脂肪アルコール、ワセリン、鉱油、又はその
混合物
を含んでなるものであり、ＲＶ又はＬＶスピンドルを使用して２２℃±３℃において測定
して粘度1000－65,000センチポイズ（１－６５Pa s）を有する、ゲル組成物。
【請求項２５】
　アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノー
ル、イソブタノール、３級ブタノール、又はそれらの混合物を含んでなるものである、請
求項２４記載のゲル組成物。
【請求項２６】
　組成物が、組成物の総質量基準で、0.005－４質量％のエステル詰り防止添加剤を含ん
でなるものである、請求項２４記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許仮出願第60/983,856号（2007年１０月３０日出願）の優先権を主張す
るものである。前記出願は、参照により明示的に本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、ディスペンサーを用いて使用される水性アルコールゲル組成物に係り、水性
アルコールゲル組成物が詰り防止添加剤を含んでいる場合に、誤った方向へのディスペン
サーからのアウトプットの頻度が低減される。
【背景技術】
【０００３】
　パーソナルケア及び消毒組成物は、しばしば、水性アルコールゲルとして製剤化される
。これらの製品は、高頻度で、ディスペンサーに収容されている。ディスペンサーの吐出
口（ノズル等）は、時間の経過と共に、ゲルの凝固がノズルにおいて堆積物を形成するた
め、詰まり又は部分的な閉塞を生ずるようになる。ノズルの詰まりによって、ディスペン
サーを次に使用する際に、誤った方向へ製品が吐出される。使用者の手に直接製品を分配
する代わりに、製品は、詰まったノズルから斜め方向へ吐出される。誤った方向へ吐出さ
れた製品は、壁、衣服、床等に当たり、これらの物品又は区域を汚す原因となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、ディスペンサーノズルの詰まりの発生が低減された水性アルコールゲル組成物
についての要求が依然として残っている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１以上の具体例は、凝固ゲル堆積物の形成を低減する方法を提供するものであり、該方
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法は、Ｃ1-4アルコール、有効量のポリアクリレート増粘剤、及び詰り防止添加剤を合わ
せて、分配可能な（dispensable）ゲル組成物を形成し、ここで、前記詰り防止添加剤が
、エステル基２－６個を有するエステル又はエステル基少なくとも１個を含むポリマーエ
ステルを含んでなり、前記組成物は、分配可能なゲル組成物の総質量基準で、前記アルコ
ール少なくとも約４０質量％及び脂肪アルコール、ワセリン、鉱油、又はその混合物約１
質量％未満を含んでなるものであり、及び分配可能なゲルを、断続的に作動されるポンプ
タイプのディスペンサーに格納し、ここで、凝固ゲル堆積物の形成は、詰り防止添加剤を
含まない分配可能なゲルと比較して低減されていることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の１以上の具体例は、さらに、ゲルディスペンサーからの誤った方向への製品の
アウトプットの頻度を低減する方法を提供するものであり、該方法は、Ｃ1-4アルコール
、有効量のポリアクリレート増粘剤、及び詰り防止添加剤を合わせて、分配可能なゲル組
成物を形成する工程であって、ここで、前記詰り防止添加剤が、エステル基２－６個を有
するエステル又はエステル基少なくとも１個を含むポリマーエステルを含んでなり、前記
組成物は、分配可能なゲル組成物の総質量基準で、前記アルコール少なくとも約４０質量
％及び脂肪アルコール、ワセリン、鉱油、又はその混合物約１質量％未満を含んでなるも
のである工程、及び分配可能なゲルを、吐出口を含み、断続的に作動されるポンプタイプ
のディスペンサーに格納する工程を含んでなり、誤った方向へのアウトプットの頻度が、
詰り防止添加剤を含まない分配可能なゲルと比較して低減されていることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の１以上の具体例は、さらに、ゲル組成物を提供するものであり、該ゲル組成物
は、ゲル組成物の総質量基準で、Ｃ1-4アルコール少なくとも約６０質量％、有効量のポ
リアクリレート増粘剤、エステル基２－６個を有するエステル詰り防止添加剤又はエステ
ル基少なくとも１個を含むポリマーエステル、及びゲル組成物の総質量基準で、脂肪アル
コール、ワセリン、鉱油、又はその混合物約１質量％未満を含んでなる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　１以上の具体例では、本発明の分配可能な水性アルコールゲル組成物は、水性アルコー
ルキャリヤー、ポリアクリレート増粘剤、及び詰り防止添加剤を含む。１以上の具体例で
は、水性アルコールキャリヤーは水及びアルコールを含む。
【０００９】
　１具体例では、アルコールは低級アルカノール、すなわち、炭素数１－4のアルコール
である。代表的には、これらのアルコールは抗菌特性を有する。低級アルカノールの例と
しては、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール、イソ
ブタノール、３級ブタノール、及びそれらの混合物があるが、これらに限定されない。１
具体例では、アルコールはエタノールを含んでなる。
【００１０】
　一般に、水性アルコールゲル組成物は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、少
なくとも約４０質量％の量のアルコールを含んでなる。１具体例では、水性アルコールゲ
ル組成物は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、少なくとも約４５質量％の量の
アルコールを含んでなり、他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は少なくとも約５
０質量％の量のアルコールを含んでなり、さらに他の具体例では、水性アルコールゲル組
成物は少なくとも約６０質量％の量のアルコールを含んでなる。特定のケースでは、特に
、組成物において使用される他の成分及び／又はその量に応じて、多少のアルコールが要
求される。特定の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、水性アルコールゲル組成物
の総質量基準で、約４０－約９８質量％の量のアルコールを含んでなり、他の具体例では
、水性アルコールゲル組成物は約４５－約９５質量％の量のアルコールを含んでなり、さ
らに他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は約５０－約９０質量％の量のアルコー
ルを含んでなり、さらに他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は約６０－約８０質
量％の量のアルコールを含んでなる。
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【００１１】
　水性アルコールゲル組成物はＣ1-9アルカノール混合物を含む。１以上の具体例では、
水性アルコールゲル組成物は、１以上のＣ1-4アルカノール及び１以上のＣ5-9アルカノー
ルの混合物を含む。混合物は、１級、２級又は３級アルコールを含むことができる。
【００１２】
　水性アルコールゲル組成物は、当分野において一般的に使用される及び／又は公知のも
ののようなポリアクリレート増粘剤によって増粘化される。ポリアクリレート増粘剤の例
としては、カルボマー、アクリレート／Ｃ10-30アルキルアクリレートクロスポリマー、
アクリル酸及びアルキル(Ｃ5-Ｃ10)アクリレートのコポリマー、アクリル酸及び無水マレ
イン酸のコポリマー、及びそれらの混合物がある。
【００１３】
　１以上の具体例では、ポリマー増粘剤は、架橋剤約０.５－約４質量％を含む。架橋剤
の例としてはポリアルケニルポリエーテルがある。
【００１４】
　市販のポリアクリレートタイプのポリマーとしては、商標名Carbopol（登録商標）、Ac
rysol（登録商標）ICS-1、Polygel（登録商標）、Sokalan（登録商標）、Carbopol 1623
、Carbopol 695、Ultrez 10、及びPolygel DBがある。
【００１５】
　１以上の具体例では、本発明の組成物は、水性アルコールゲルの粘度を粘度範囲約1,00
0－約65,000センチポイズに調整するように適切な量のポリマー増粘剤を含む。１具体例
では、水性アルコールゲルの粘度は約5,000－約35,000であり、他の具体例では、粘度は
約10,000－約25,000である。なお、粘度は、RV及び／又はLVスピンドルを使用するBrookf
ield RV粘度計によって２２℃±３℃で測定したものである。
【００１６】
　当業者によって理解されるように、増粘剤の有効な量は、水性アルコールゲル組成物に
おけるアルコール及び他の成分の量を含む多くのファクターに応じて変動する。１具体例
では、増粘剤の有効な量は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、少なくとも約0.
01質量％である。他の具体例では、増粘剤の有効な量は、少なくとも約0.02質量％であり
、さらに他の具体例では、少なくとも約0.05質量％であり、さらに他の具体例では、少な
くとも約０.１質量％である。１具体例では、増粘剤の有効な量は、水性アルコールゲル
組成物の総質量基準で、少なくとも約０.５質量％であり、他の具体例では、少なくとも
約0.75質量％である。１以上の具体例では、本発明による組成物は、組成物の総質量基準
で、約１０質量％以下のポリマー増粘剤を含んでなる。特定の具体例では、増粘剤の有効
な量は、水性アルコールゲルの総質量基準で、約0.01－約１質量％であり、他の具体例で
は、約0.02－約０.４質量％であり、さらに他の具体例では、約0.05－約０.３質量％であ
る。１具体例では、増粘剤の有効な量は、水性アルコールゲルの総質量基準で、約０.１
－約１０質量％であり、他の具体例では、約０.５－約５質量％であり、さらに他の具体
例では、約0.75－約２質量％である。
【００１７】
　１以上の具体例では、水性アルコールゲルは、さらに、中和剤を含有できる。カルボマ
ーポリマーの塩を形成するために中和剤を使用することは公知である。中和剤の例として
は、アミン、アルカノールアミン、アルカノールアミド、無機塩基、アミノ酸（塩を含む
）、エステル及びそのアシル誘導体がある。
【００１８】
　一般的な中和剤の例を、これらの中和剤の製造者、及びポリマー増粘剤が約７６±４当
量を有する場合の中和（pH７.０）を達成するために推奨された割合（ポリマー増粘剤１
部当たり）と共に、表１に示す。
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【表１】

【００１９】
　１以上の具体例において、中和剤は、ゲル化されるべきアルコールの量に基づいて選択
される。表２は、水性アルコール系用の一般的に推奨される中和剤を示す。

【表２】
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【００２０】
　水性アルコールゲルは、さらに、１以上の詰り防止剤含む。一般に、この添加剤は、水
性アルコールゲルが、固状又は半固状の物質として凝固し、表面に堆積し又はディスペン
サーノズルを詰まらせることを防止する。１以上の具体例では、詰り防止添加剤は、エス
テル基２－６個を含む化合物又はエステル基少なくとも１個を含むポリマーエステルを含
んでなる。１具体例では、詰り防止添加剤は、モノマー性又はポリマー性のジエステル、
トリエステル、テトラエステル、ペンタエステル又はヘキサエステル、又はポリマー性の
モノエステルを含んでなる。
【００２１】
　１以上の具体例では、詰り防止添加剤は、Ｃ1-Ｃ30カルボン酸のＣ1-Ｃ30アルコールエ
ステル、Ｃ1-Ｃ30カルボン酸のエチレングリコールモノエステル、Ｃ1-Ｃ30カルボン酸の
エチレングリコールジエステル、Ｃ1-Ｃ30カルボン酸のプロピレングリコールモノエステ
ル、Ｃ1-Ｃ30カルボン酸のプロピレングリコールジエステル、ポリプロピレングリコール
のＣ1-Ｃ30カルボン酸モノエステル及びポリエステル、Ｃ4-Ｃ20アルキルエーテルのＣ1-
Ｃ30カルボン酸モノエステル及びポリエステル、ジＣ8-Ｃ30アルキルエーテルのＣ1-Ｃ30
カルボン酸モノエステル及びポリエステル、及びその混合物の１以上を含む。
【００２２】
　１以上の具体例では、詰り防止添加剤は、Ｃ1-Ｃ22カルボン酸のＣ1-Ｃ22アルコールエ
ステル、Ｃ3-Ｃ10カルボン酸のＣ11-Ｃ22アルコールエステル、Ｃ1-Ｃ22カルボン酸のエ
チレングリコールモノエステル、Ｃ1-Ｃ22カルボン酸のエチレングリコールジエステル、
Ｃ1-Ｃ22カルボン酸のプロピレングリコールモノエステル、Ｃ1-Ｃ22カルボン酸のプロピ
レングリコールジエステル、ポリプロピレングリコールのＣ1-Ｃ22カルボン酸モノエステ
ル及びポリエステル、Ｃ4-Ｃ22アルキルエーテルのＣ1-Ｃ22カルボン酸モノエステル及び
ポリエステル及びジＣ8-Ｃ22アルキルエーテルのＣ1-Ｃ22カルボン酸モノエステル及びポ
リエステル、及びその混合物の１以上を含む。
【００２３】
　１以上の具体例では、各種の酸及びアルコールのいずれかからエステルが形成される。
１以上の具体例では、酸又はアルコールの少なくとも1つは脂肪族鎖を含む。１以上の具
体例では、エステルは、炭素数約４－約２８の酸及び炭素数約２－約２２のアルコールか
ら形成され、他の具体例では、エステルは、炭素数約８－約２２の酸及び炭素数約２－約
２２のアルコールから形成される。
【００２４】
　エステル詰り防止添加剤の例としては、アセチルトリブチルクエン酸エステル、アセチ
ルトリエチルクエン酸エステル、アセチルトリエチルヘキシルクエン酸エステル、アセチ
ルトリヘキシルクエン酸エステル、ブチルベンジルフタル酸エステル、ブチルフタリルブ
チルグリコール酸エステル、ブチロイルトリヘキシルクエン酸エステル、ジブチルアジピ
ン酸エステル、ジブチルオクチルリンゴ酸エステル、ジブチルシュウ酸エステル、ジブチ
ルフタル酸エステル、ジブチルセバシン酸エステル、ジカプチルアジピン酸エステル、ジ
カプリル／カプリルセバシン酸エステル、ジエチレングリコールジ安息香酸エステル、ジ
エチレングリコールジエチルヘキサン酸エステル／ジイソノナン酸エステル、ジエチレン
グリコールジイソノナン酸エステル、ジエチレングリコールロジン酸エステル、ジエチル
ヘキシルアジピン酸エステル、ジエチルヘキシルフタル酸エステル、ジエチルヘキシルセ
バシン酸エステル、ジエチルヘキシルコハク酸エステル、ジエチルヘキシルテレフタル酸
エステル、ジエチルシュウ酸エステル、ジエチルフタル酸エステル、ジエチルセバシン酸
エステル、ジエチルコハク酸エステル、ジイソアミルリンゴ酸エステル、ジイソブチルア
ジピン酸エステル、ジイソブチルマレイン酸エステル、ジイソブチルシュウ酸エステル、
ジイソセチルアジピン酸エステル、ジイソセチルドデカン二酸エステル、ジイソデシルア
ジピン酸エステル、ジイソノニルアジピン酸エステル、ジイソセチルアジピン酸エステル
、ジイソオクチルマレイン酸エステル、ジイソオクチルセバシン酸エステル、ジイソプロ
ピルアジピン酸エステル、ジイソプロピルシュウ酸エステル、ジイソプロピルセバシン酸
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エステル、ジイソプロピル二量体ジリノール酸エステル、ジイソステアリルアジピン酸エ
ステル、ジイソステアリルフマル酸エステル、ジイソステアリルグルタル酸エステル、ジ
イソステアリルリンゴ酸エステル、ジイソステアリルセバシン酸エステル、ジメチルアジ
ピン酸エステル、ジメチルシュウ酸エステル、ジメチルフタル酸エステル、ジオクチルド
デシルアジピン酸エステル、ジオクチルドデシル二量体ジリノール酸エステル、ジオクチ
ルドデシルドデカン二酸エステル、ジオクチルドデシルフルオロヘプチルクエン酸エステ
ル、ジオクチルドデシルIPDI、ジオクチルドデシルラウロイルグルタミン酸エステル、ジ
オクチルドデシルリンゴ酸エステル、ジオクチルドデシルセバシン酸エステル、ジオクチ
ルドデシルステアロイルグルタミン酸エステル、ジペンタエリスリチルヘキサＣ5-9酸エ
ステル、ジペンタエリスリチルヘキサＣ5-10酸エステル、ジプロピルシュウ酸エステル、
ペンタエリスリチルテトラＣ5-9酸エステル、ペンタエリスリチルテトラＣ5-10酸エステ
ル、トリブチルクエン酸エステル、トリカプリル／カプリルトリメリット酸エステル、ト
リエチルクエン酸エステル、トリエチレングリコールジ安息香酸エステル、トリエチレン
グリコールロジン酸エステル、トリエチルヘキシルクエン酸エステル、トリエチルヘキシ
ルトリメリット酸エステル、トリメチルペンタンジイルジ安息香酸エステル、トリメチル
ペンタニルジイソ酪酸エステル、ポリグリセリル-６ペンタカプリル酸エステル、ポリグ
リセリル-10ペンタヒドロキシステアリン酸エステル、ポリグリセリル-10ペンタイソステ
アリン酸エステル、ポリグリセリル-10ペンタラウリン酸エステル、ポリグリセリル-10ペ
ンタリノール酸エステル、ポリグリセリル-5ペンタミリスチン酸エステル、ポリグリセリ
ル-4ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-6ペンタオレイン酸エステル、ポリグリ
セリル-10ペンタオレイン酸エステル、ポリグリセリル-3ペンタリシノール酸エステル、
ポリグリセリル-6ペンタリシノール酸エステル、ポリグリセリル-10ペンタリシノール酸
エステル、ポリグリセリル-4ペンタステアリン酸エステル、ポリグリセリル-6ペンタステ
アリン酸エステル、ポリグリセリル-10ペンタステアリン酸エステル、ソルベス-20ペンタ
イソステアリン酸エステル、ソルベス-30ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-40
ペンタイソステアリン酸エステル、ソルベス-50ペンタイソステアリン酸エステル、ソル
ベス-40ペンタオレイン酸エステル、スクロースペンタエルカ酸エステル、及びトリアセ
チン、その組み合わせがある。
【００２５】
　１以上の具体例では、詰り防止添加剤はポリマー性エステルを含んでなる。１具体例で
は、ポリマー性エステルは、ポリエーテルポリマー鎖及び少なくとも１つのエステル基を
含む。１具体例では、ポリマー性エステルは２つ以上のエステル基を含む。
【００２６】
　１以上の具体例では、ポリマー鎖は、ポリエチレングリコール（PEG）鎖、ポリプロピ
レングリコール（PPG）鎖又はその組み合わせを含む。１以上の具体例では、ポリマー鎖
は、約１２以下のPEG単位、PPG単位又はその組み合わせを含む。１以上の具体例では、ポ
リマー鎖は、約１０以下のPEG単位、PPG単位又はその組み合わせを含む。１以上の具体例
では、約８以下のPEG単位、PPG単位又はその組み合わせを含む。１以上の具体例では、約
１－約１２のPEG単位又はPPG単位を含み、他の具体例では、約２－約８のPEG単位又はPPG
単位、又はその組み合わせを含む。
【００２７】
　ポリマー性エステルの例としては、式
【化１】

（ここで、Ｒ1は炭素数１－２８の直鎖状又は分枝状アルキル基であり、各Ｒ2は、同一又
は異なるものであって、１－約１２のPEG基又はPPG基又はその組み合わせを有するポリエ
ーテル鎖を含み、及び各Ｒ3は、同一又は異なるものであって、炭素数１－約３０のアル
キル又はアルキレン基を含み、各Ｒ3基はエーテル結合を介してＲ2に結合している）によ
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って表されるものがある。
【００２８】
　1以上の具体例では、Ｒ1は炭素原子２０個以下を含み、他の具体例では、Ｒ1は炭素原
子約１０個以下を含み、他の具体例では、Ｒ1は炭素原子約８個以下を含む。１以上の具
体例では、Ｒ3は、式
　　　CH3(CH2)zO-
（ここで、ｚは１－約２１、他の具体例では、２－約１７、及び他の具体例では、３－約
１５の整数である）で表わされる。
【００２９】
　１以上の具体例では、ポリマー性エステルは、式
【化２】

（ここで、Ｒ4は、炭素数１－約２２の直鎖状又は分枝状のアルキル又はアルキレン基で
ある）で表される。１以上の具体例では、Ｒ4は、式
　　　CH3(CH2)z-
で表わされ、ここで、１以上の具体例では、ｚは１－約２１、他の具体例では、２－約１
７、他の具体例では、３－約１５の整数である。１以上の具体例では、ｎは１－約２０、
他の具体例では、２－約１０の整数である。１以上の具体例では、ｘは０であり、他の具
体例では、ｘは約１２以下、他の具体例では、約１０以下、他の具体例では、約８以下の
整数である。１以上の具体例では、ｙは０であり、他の具体例では、ｙは約１２以下、他
の具体例では、約１０以下、他の具体例では、約８以下の整数である。
【００３０】
　ポリマー性エステルの例としては、さらに、式
【化３】

（ここで、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は上述のとおりである）によって表されるものがある。
【００３１】
　ポリマー性エステルの例としては、適切な長さのPPG、PEG又はPPG/PEGポリマー鎖を含
むように変性された上記ジ‐、トリ‐、テトラ‐、ペンタ‐又はヘキサ‐エステルのいず
れかを含む。特別な例としては、詰り防止添加剤として、ジ-PPG-３-セテス-４アジペー
ト、ジ-PPG-２-ミレス-10アジペート、ジ-PPG-３-ミリスチルエーテルアジペート及びPPG
-２-ミリスチルエーテルプロピオネートがある。１以上の具体例では、１以上のポリマー
性エステル及び１以上のモノマー性ジ-、トリ-、テトラ-、ペンタ-又はヘキサ-エステル
の混合物を使用できる。
【００３２】
　１具体例では、詰り防止添加剤は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約0.00
5－約４質量％活性の量で存在する。他の具体例では、詰り防止添加剤は、水性アルコー
ルゲル組成物の総質量基準で、約0.01－約１質量％で存在し、さらに他の具体例では、詰
り防止添加剤は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約0.02－約０.７質量％の
量で存在する。
【００３３】
　１具体例では、詰り防止添加剤は、水性アルコールゲルに直接添加される。１以上の具
体例では、詰り防止添加剤は、溶液又はエマルジョンとして水性アルコールゲル組成物に
添加される。換言すれば、詰り防止添加剤は、詰り防止添加剤溶液又はエマルジョンを形
成すように、予めキャリヤーと混合されてもよいが、ただし、キャリヤーは水性アルコー
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ルゲル組成物の抗凝固特性に悪影響を及ぼすものであってはならない。キャリヤーの例と
しては、水、アルコール、グリコール（例えば、プロピレン又はエチレングリコール）、
ケトン、直鎖状及び／又は環状炭化水素、トリグリセリド、カーボネート、シリコーン、
アルケン、エステル（例えば、酢酸エステル、安息香酸エステル、脂肪酸エステル、グリ
セリルエステル）、エーテル、アミド、及びその混合物がある。詰り防止添加剤を予め混
合して詰り防止添加剤溶液又はエマルジョンを形成する場合、水性アルコールゲル組成物
に添加される溶液又はエマルジョンの量は、詰り防止添加剤の量が上述の範囲内に入るよ
うに選択されることが理解されるであろう。
【００３４】
　１以上の具体例では、水性アルコールゲル組成物の残余分は、水又は他の好適な溶媒で
ある。１具体例では、蒸発プロセスをさらに助長するために、組成中に、１以上の揮発性
のシリコーン系物質が含まれる。代表的な揮発性シリコーンは、アルコールよりも低い蒸
発熱を有する。特定の具体例では、シリコーン系物質の使用により、流体組成物の表面張
力が低減される。これにより、表面との接触がより大きくなる。１具体例では、シクロメ
チコーン、トリメチルシロキシシリケート又はその組み合わせのようなシリコーン系物質
は、組成中に、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約４－約５０質量％、他の具
体例では、約５－約３５質量％、さらに他の具体例では、約１１－約２５質量％の濃度で
含まれる。
【００３５】
　本発明の水性アルコールゲル組成物は、さらに、広範囲の任意成分を含むことができる
が、これらは、水性アルコールゲル組成物の抗詰り特性に悪影響を及ぼすものであっては
ならない。CTFA International Cosmetic Ingredient Dictionary and Handbook, 11版、
2005及び2004 CTFA International Buyer's Guide（これらは、いずれも、参照すること
により本明細書に組み込まれる）には、スキンケア工業において一般的に使用される広範
囲の非限定的な化粧品用又は医薬用成分が記載されており、これらは、本発明の組成物で
の使用に好適なものである。これらの参考文献には、成分の機能的種類の非限定的な例が
記載されている。これらの機能的種類の例としては、研磨剤、抗ニキビ剤、固化防止剤、
酸化防止剤、結合剤、生物学的添加剤、ボタニカル、増量剤、キレート剤、化学添加剤；
着色料、化粧用アストリンゼン、化粧用殺生物剤、変性剤、薬用アストリンゼン、乳化剤
、外用鎮痛剤、膜形成剤、芳香成分、保湿剤、匂い中和剤、乳白剤、可塑化剤、保存料、
噴射剤、還元剤、皮膚漂白剤、皮膚コンディショニング剤（皮膚軟化剤、保湿剤、その他
、及び水分蒸発防止剤（occlusive））、皮膚保護剤、溶媒、界面活性剤、気泡力増進剤
、ヒドロトープ、可溶化剤、懸濁剤（非界面活性剤）、日焼け止め剤、紫外線吸収剤、脱
粘着剤、増粘剤（水性又は非水性）がある。ここで使用できる当業者によく知られている
他の機能的種類の例としては、可溶化剤、金属イオン封鎖剤、及び角質溶解剤等がある。
１以上の具体例では、活性剤、着色料、芳香剤、ボタニカル、固形分、又は他の合成生物
は、組成物中に、カプセル化された形状で存在できる。
【００３６】
　ゲルの質及び特性を促進又は変性すること、最終製剤の擦り込み及び／又は乾燥の感触
を変性すること、アルコールの持続性又は長期間の微生物作用を提供すること、芳香剤又
は日焼け止め剤のような他の成分を安定化すること、及び刺激緩和を目的として、水性ア
ルコールゲル組成物に界面活性剤を含ませることができる。任意の界面活性剤としては、
スルホスクシネート、酸化アミン、PEG-80ソルビタンラウレート、ポリグリコシド、アル
カノールアミド、ソルビタン誘導体、脂肪アルコールエトキシレート、４級アンモニウム
化合物、アミドアミン、スルタン（sultaines）、イソチオネート、サルコシネート、ベ
タイン、ポリソルベート及び脂肪アルコールポリエチレングリコールがあるが、必ずしも
これらに限定されない。
【００３７】
　１以上の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、次の任意成分：グリセリン、芳香
剤、ミリスチン酸イソプロピルエステル、二酸化チタン、アルミナ、酢酸トコフェロール
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、アロエエキス、染料及びプロピレングリコールの１以上を含んでなる。これらの又は他
の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、カチオン性のポリマー性増粘剤のような１
以上の補助増粘剤を含む。
【００３８】
　任意成分の量は、任意成分が水性アルコールゲル組成物の抗詰り特性に悪影響を及ぼさ
ない限り、特に制限されない。特定の具体例では、１以上の補助剤は、水性アルコールゲ
ル組成物の総質量基準で、約０－約２質量％の量で、水性アルコールゲル組成物中に存在
できる。他の具体例では、１以上の補助剤は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で
、約０.１－約1質量％の量で、水性アルコールゲル組成物中に存在できる。
【００３９】
　特定の具体例では、水性アルコールゲル組成物は１以上の保湿剤を含んでなる。保湿剤
の例としては、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、へキシレングリコール
、１,４-ジヒドロキシヘキサン、１,２,６-ヘキサントリオール、ソルビトール、ブチレ
ングリコール、プロパンジオール（例えば、メチルプロパンジオール）、ジプロピレング
リコール、トリエチレングリコール、グリセリン（グリセロール）、ポリエチレングリコ
ール、エトキシジグリコール、ポリエチレンソルビトール、及びその組合せがある。他の
保湿剤としては、グリコール酸、グリコール酸塩、乳酸塩、乳酸、ナトリウムピロリドン
カルボン酸、ヒアルロン酸、キチン等がある。１具体例では、保湿剤は、水性アルコール
ゲル組成物の総質量基準で、約０.１－約２０質量％の量で存在する。他の具体例では、
保湿剤は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約１－約８質量％の量で存在し、
さらに他の具体例では、約２－約３質量％の量で存在する。
【００４０】
　これらの又は他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、１以上のコンディショニ
ング又は保湿用エステルを含んでなる。エステルの例としては、ミリスチン酸セチル、ミ
リストレイン酸セチル及び他のセチルエステル、及びミリスチン酸イソプロピルがある。
１具体例では、エステルは、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、１０質量％以下
の量で存在する。他の具体例では、エステルは、水性アルコールゲル組成物の総質量基準
で、約０.５－約５質量％の量で存在し、さらに他の具体例では、約１－約２質量％の量
で存在する。
【００４１】
　１以上の具体例では、水性アルコールゲル組成物は１以上の乳化剤を含む。乳化剤の例
としては、ステアリルアルコール、ソルビタンオレイン酸エステルトリデセス-２、ポロ
キサマー、及びPEG/PPG-20/6ジメチコーンがある。１具体例では、乳化剤は、水性アルコ
ールゲル組成物の総質量基準で、１０質量％以下の量で存在する。他の具体例では、乳化
剤は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約０.１－約５質量％の量で存在し、
さらに他の具体例では、約０.５－約２質量％の量で存在する。
【００４２】
　１以上の具体例では、水性アルコールゲル組成物は１以上の安定剤を含む。安定剤の例
としては、PEG-40ヒドロキシル化ヒマシ油、ポリソルベート-80、PEG-80ソルビタンラウ
レート、セテアレス-20、オレス-20、PEG-4、及びプロピレングリコールがある。安定剤
の量は、水性アルコールゲル組成物の抗詰り特性に悪影響を及ぼさない限り、特に制限さ
れない。
【００４３】
　１具体例では、アルコールは、組成物に導入される唯一の活性な抗菌成分である。この
具体例では、補助抗菌成分の量は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約０.５
質量％未満、他の具体例では、約０.１質量％未満である。他の具体例では、アルコール
に加えて、補助抗菌剤を含む。
【００４４】
　本発明の水性アルコールゲル組成物は、任意に、広範囲の局所用薬剤をさらに含んでな
るが、ただし、これらは水性アルコールゲル組成物の抗詰り特性に悪影響を及ぼすもので
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あってはならない。
【００４５】
　溶解性及び審美性を含む理由から、上述の任意の成分いずれか１以上に限定される。１
以上の具体例では、限定された任意成分の量は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準
で、約０.５質量％未満であり、他の具体例では、約０.１質量％未満である。他の具体例
では、水性アルコールゲル組成物は、限定された任意成分を含まない。
【００４６】
　溶解性及び審美性を含む理由から、下記の成分の１以上が限定される。１以上の具体例
では、脂肪アルコールの量は制限される。１具体例では、脂肪アルコールの量は、水性ア
ルコールゲル組成物の総質量基準で、約０.５質量％未満であり、他の具体例では、約０.
１質量％未満である。他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、脂肪アルコールを
含まない。
【００４７】
　１以上の具体例では、ワセリン又は鉱油の量は制限される。１具体例では、ワセリン又
は鉱油の量は、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約０.５質量％未満であり、
他の具体例では、約０.１質量％未満である。他の具体例では、水性アルコールゲル組成
物は、ワセリン又は鉱油を含まない。これらの又は他の具体例では、脂肪アルコール、ワ
セリン及び鉱油の総量は約１質量％未満である。
【００４８】
　１以上の具体例では、グリセリンの量は制限される。１具体例では、グリセリンの量は
、水性アルコールゲル組成物の総質量基準で、約１質量％未満であり、他の具体例では、
約０.５質量％未満である。他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、グリセリン
を含まない。
【００４９】
　分配可能な水性アルコールゲル組成物は、単に、成分を混合することによって調製され
る。添加の順序は特に制限されない。１具体例では、水性アルコールゲル組成物は、緩や
かに－温和に撹拌しながら、ポリマー性増粘剤をアルコールに分散させ、水を添加し、つ
いで詰り防止添加剤を添加し、混合物が均質となるまで撹拌することを含んでなる方法に
よって調製される。他の具体例では、水性アルコールゲル組成物は、緩やかに－温和に撹
拌しながら、ポリマー性増粘剤を水に分散させ、アルコールを添加し、詰り防止添加剤を
添加し、混合物が均質となるまで撹拌することを含んでなる方法によって調製される。１
以上の具体例では、増粘剤を中和し、ゲルを形成するため、混合物に中和剤を添加する。
当業者であれば、任意成分を、混合プロセスの間の各種の時点で添加できることが理解で
きるであろう。また、増粘剤が水又はアルコールと混合される際に膨潤するものである場
合には、中和剤を使用することなく、ゲルを形成できることも理解できるであろう。
【００５０】
　本発明の水性アルコールゲル組成物は、ゲル製品について一般的に使用される各種のタ
イプのディスペンサー、例えば、ポンプディスペンサーで使用される。各種のポンプディ
スペンサーが好適である。ポンプディスペンサーは、ボトル又は他の自立構造の容器に固
着される。ポンプディスペンサーは、壁取り付け型ディスペンサーに組み込まれる。ポン
プディスペンサーは、手又は足ポンプによって手動式で作動されるか、又は自動式で作動
される。有用なディスペンサーとしては、一般的なバッグインボックスディスペンサーと
共に、GOJO Industriesから名称NXT（登録商標）及びTFX（商標名）として市販のものが
ある。ディスペンサーの例は、米国特許第5,265,772号、同第5,944,227号、同第6,877,64
2号、同第7,028,861号、及び米国特許出願公開第2006/0243740号及び同第2006/0124662号
に開示されており、これらは、いずれも、参照により本明細書に組み込まれる。１以上の
具体例において、ディスペンサーはノズルのような吐出口を含むものであり、吐出口を介
して、水性アルコールゲル組成物が分配される。
【００５１】
　１以上の具体例では、本発明の水性アルコールゲル組成物は、分配される際、抗詰り剤
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を含有しない一般的な水性アルコールゲル組成物よりも誤った方向に吐出されることが少
ない。誤った方向へのアウトプットの頻度は、総ディスペンサー作動の百分率として測定
される。アウトプットのターゲットは、許容されるアウトプットと、誤った方向へのアウ
トプットとを区別するように作製される。１以上の具体例では、アウトプットターゲット
はディスペンサーの使用者の手をシミュレートするものである。アウトプットターゲット
は許容されるアウトプットの領域を区分する。１以上の具体例では、有効量の抗詰り剤を
水性アルコールゲル組成物に添加する場合、誤った方向へのアウトプットの頻度が低減さ
れる。特定の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合（ここ
で、「作動率」とは、時間当たりのディスペンサーが作動されて水性アルコールゲル組成
物がアウトプットされた回数を意味し、その単位の「作動／時間」は作動（回数）／時間
を意味する）、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７
.５cm（３インチ）において、頻度５０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外と
なる。他の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合、ディス
ペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）に
おいて、頻度３０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例
では、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合、ディスペンサーからのア
ウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度２０
％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１具体例では、ディスペンサーの
作動率が０.１作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペ
ンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度１５％未満で、16.3 cm2（２.
５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.１作動
／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下
約７.５cm（３インチ）において、実質的に、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる
ことはない。
【００５２】
　１以上の具体例では、有効量の抗詰り剤を水性アルコールゲル組成物に添加する場合に
は、分散される際、誤った方向へのアウトプットの頻度が低減される。特定の具体例では
、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウト
プットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度１０％未
満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。他の具体例では、ディスペンサーの作
動率が０.１作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペン
サーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度５％未満で、16.3 cm2（２.５イ
ンチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時
間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７
.５cm（３インチ）において、頻度１％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外とな
る。１具体例では、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合、ディスペン
サーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）におい
て、頻度０.５％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例で
は、ディスペンサーの作動率が０.１作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウ
トプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、実質的に、1
6.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となることはない。
【００５３】
　特定の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディスペ
ンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）にお
いて、頻度４０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。他の具体例では、
ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプ
ットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度３０％未満
で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの
作動率が０.５作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペ
ンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度２０％未満で、16.3 cm2（２.
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５インチ2）の区域外となる。１具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間
である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.
５cm（３インチ）において、頻度１５％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外とな
る。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディ
スペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）
において、実質的に、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となることはない。
【００５４】
　特定の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディスペ
ンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）にお
いて、頻度１０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。他の具体例では、
ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプ
ットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度５％未満で
、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの作
動率が０.５作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペン
サーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度１％未満で、16.3 cm2（２.５イ
ンチ2）の区域外となる。１具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間であ
る場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm
（３インチ）において、頻度０.５％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる
。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が０.５作動／時間である場合、ディス
ペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）に
おいて、実質的に、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となることはない。
【００５５】
　特定の具体例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサ
ーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において
、頻度４０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。他の具体例では、ディ
スペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、
ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度３０％未満で、16.3 
cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が
３作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズル
の真下約７.５cm（３インチ）において、頻度２０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）
の区域外となる。１具体例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、デ
ィスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ
）において、頻度１５％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具
体例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサーからのア
ウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、実質的に
、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となることはない。
【００５６】
　特定の具体例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサ
ーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において
、頻度１０％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。他の具体例では、ディ
スペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、
ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、頻度５％未満で、16.3 cm
2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体例では、ディスペンサーの作動率が３
作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの
真下約７.５cm（３インチ）において、頻度１％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区
域外となる。１具体例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディス
ペンサーからのアウトプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）に
おいて、頻度０.５％未満で、16.3 cm2（２.５インチ2）の区域外となる。１以上の具体
例では、ディスペンサーの作動率が３作動／時間である場合、ディスペンサーからのアウ
トプットは、ディスペンサーノズルの真下約７.５cm（３インチ）において、実質的に、1
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【００５７】
　１以上の具体例では、詰り防止添加剤の有効性は、誤った方向の頻度の％減少として表
される。すなわち、詰り防止添加剤を含有する水性アルコールゲル組成物を、詰り防止添
加剤を含有しないコントロールと対比テストする。誤った方向の頻度を上述のように測定
し、コントロールと対比して、詰り防止添加剤を含有する組成物について誤った方向の頻
度の％減少を算定する。より一般的には、誤った方向の頻度の％減少を、各種の作動率及
び各種のアウトプットターゲット区域について、全く詰り防止添加剤を含有せず、同じ条
件下でテストしたコントロール組成物に対して算定する。１以上の具体例では、誤った方
向の頻度における％低減は少なくとも約５０％である。他の具体例では、誤った方向の頻
度における％減少は少なくとも約６０％、さらに他の具体例では、少なくとも約７０％、
さらに他の具体例では、少なくとも約８０％である。１以上の具体例では、誤った方向の
頻度における％減少は少なくとも約９０％、さらに他の具体例では、少なくとも約９５％
、さらに他の具体例では、少なくとも約９７％である。
【００５８】
　本発明の実施を示すために、以下の実施例を調製及びテストした。しかし、実施例は本
発明の精神を制限するものではない。特許請求の範囲が発明を限定するものである。
【００５９】
［実施例１－７］
　成分を下記の表３－６に示す量で混合することによって水性アルコールゲル製剤を調製
した。DP1ポンプを有する1000 ml詰めのGOJO NXT（登録商標）サイドバイサイドディスペ
ンサーを使用することによって、ゲルを分配した。ディスペンサーはADAに準拠するもの
であり、ワンハンドプッシュ操作を特徴とするものである。作動率をすべてのサンプルに
ついて一定とした。アウトプットターゲットをノズルの先端の下約７.５cm（３インチ）
に配置し、16.3 cm2（２.５インチ2）とした。各組成物について、操作総数当たりの誤っ
た方向の百分率を示す。
【００６０】
　テストを１５日間で行い、各サンプルを複数個のディスペンサーにおいてテストした。
下記の表における百分率のデータは、各製剤について観察した約900回以下の操作の平均
値である。誤った方向の頻度が比較的高い場合には、ディスペンサーのノズル表面におい
て、凝固したゲルの堆積物が観察された。
【表３】
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【表４】

【表５】

【表６】

【００６１】
［実施例８－１６］
　実施例８－１６は、エタノールSDA 3C約７４質量％を含有する水性アルコールゲル製剤
である。これらは、それぞれ、次の成分を同じ量含有する：アクリレート／C10-30アルキ
ルアクリレート架橋ポリマー、グリセリン、アミノメチルプロパノール、及び水。実施例
８－１６は、製剤に含まれる詰り防止添加剤の量及びタイプの点で異なる。これらを表７
に要約する。実施例９は、実施例９が芳香剤0.13質量％含有する点でのみ、実施例８と相
違する。実施例１－７について上述したように、誤った方向の頻度について、実施例８－
１６を分配テストした。実施例８はコントロールであり、実施例９－１７について、この
コントロールに対して誤った方向の頻度を標準化した。表７は、誤った方向の頻度におけ
る％減少を要約するものであり、％減少は、実施例９－１６／実施例８について、誤った
方向のアウトプットの％減少としても参照される。
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【表７】

【００６２】
　本発明の範囲及び精神から逸脱しない各種の変更及び変形は、当業者にとっては明らか
であろう。本発明は、上述の説明のために示す具体例には限定されない。
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